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両ダンゴの浅ダナ釣り
（タナ1ｍ前後）

＋ ＋

●寄せながら釣っていくパターン

ガッテン400㏄＋GTS400㏄
水200㏄

少しずつウキのなじみ幅を目安に変化させてい
く。変化とは、手もみを加えたり、大きさを変え
ていくことだ。
ダンゴエサは、水中で溶けてなくなっていくも
の。だから、寄せながら食わせるという釣りがで
きるのだ。このエサは寄せについては、何の問題
もないので、あとはいかに、ハリにしっかり残す
かを考えて釣っていくこと。 持ちが悪ければ練
っても大丈夫なエサなので、練り込んで使ってみ
よう。それでもダメなときには、「グルバラ」や
「ダンゴの底釣り夏」を加えてみよう。

●使い方のコツと手直し

「ガッテン」と「GTS」をボウルに入れ、そこ
へ水を注いでかき混ぜる一緒練り。20～30回、
しっかりかき混ぜ、最後に少し押し練りを加
えて打ち始める。少しずつ練りを加えていく
ほうが良い。

●作り方

まとまりがよいエサなので、エサの芯が比
較的できやすい。手触りは粘った感じがある
が、水中に入ると糸を引くようにバラけてく
れる。セミカッツケから1.5ｍくらいのタナま
でオールマイティーに使えるエサだ。

●特徴
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＋ ＋

＋

●硬めで攻めるパターン
ガッテン400㏄＋浅ダナ一本400㏄
＋バラケマッハ200㏄＋水200㏄

小エサで打ち返し、手返し良く攻めていこう。
ウキがなじんでからのアタリが多くでて、力強
いアタリがしぼりやすくなる。
空振りのときはエサを小さく、そしてハリス
を5㎝伸ばしてみよう。エサに対する心配よりも、
どちらかというとセッティングに注意するパタ

ーン。
基本的に練らないで使うので、あとは圧の加
減で調整していく。勘違いしてほしくないのは、
しっかりとウキがなじむように圧を加える。多
少の練りは、練らないという範囲内のこと。全
く練らないとは違うので注意したい。

●使い方のコツと手直し

一緒練りでOKのエサ。練って使っていくエ
サではなく、より持たせたいときには、「ガッ
テン」を追い足したり、「バラケマッハ」を追
い足したりして、硬さで持たせて釣っていく
エサだ。

●作り方

ズバリ、硬めが良い時に使っていくパター
ン。水面が魚で真っ黒になるときには効果的
なエサだ。「ダンゴの底釣り夏」の入ったよう
な重さのあるエサでは、魚のタナを通り越し
てしまうときに有効。

●特徴
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●エサの大きさ

6×9mm

小さめ
8×12mm

通常
10×16mm

大きめ

実寸大 0.25㎜厚の板オモリ

●オモリ実寸大

＋ ＋

●高活性時の両ダンゴ

ガッテン600㏄＋ダンゴの底釣り夏
200㏄＋水200㏄

最初のアタリを逃しても、その後、
１～２度、場合によっては３度とア
タリ返してくるぐらいのエサ持ちが
良いエサ。付けやすく、ハリからも
バラバラとバラけるタイプ。だから、
魚が安定して型が揃ってくるのも特
徴である。経時変化には「スーパー
ダンゴ」、「白べら」、「バラケG」を使
って調整してみよう。

●使い方のコツと手直し

一緒練りでOKのエサ。最初に必要以上に
練ってしまうと、その後でさらに粘りが出
てしまうので注意したい。時間が経つとと
もに変化していくエサなので、小出しにし
ながら使うのがコツだ。

●作り方

このエサは、魚の活性が良く、水面に魚が黒く、
またはバシャバシャとさわいでいるようなときに
使っていきたい。エサの寄せ、重さ、持ちと三拍
子そろったパターンなので、タッチの硬軟を探る
楽しみのあるエサだ。

●特徴

14×20mm 14×24mm

大きめ小さめ
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な
ん
と
言
っ
て
も
、
一
連
の
ウ

キ
の
動
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
く

の
が
大
切
だ
。
ま
ず
、
ど
ん
な
に

魚
が
寄
っ
て
も
、
ウ
キ
は
き
ち
ん

と
立
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
ボ
デ
ィ
ー
と
ト
ッ
プ
の
接
点

で
受
け
が
で
る
こ
と
だ
。

ア
タ
リ
は
、
な
じ
み
切
っ
た
と

こ
ろ
か
、
な
じ
み
切
っ
て
か
ら
戻

り
だ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
力
強
い

食
い
ア
タ
リ
が
理
想
的
だ
。

ま
た
、
一
度
ア
タ
っ
て
も
、
再

び
ア
タ
リ
が
で
る
よ
う
な
エ
サ
持

ち
が
大
切
。
あ
せ
ら
ず
に
力
強
い

ア
タ
リ
、
一
番
初
め
の
力
強
い
ア

タ
リ
を
積
極
的
に
ア
ワ
せ
て
い
こ

う
。
こ
れ
を
ア
ワ
せ
て
い
く
の
が
、

速
攻
の
釣
り
で
あ
る
。
何
が
何
で

も
最
初
に
ウ
キ
が
動
い
て
ア
ワ
せ

る
も
の
が
速
攻
で
は
な
い
の
だ
。

釣
る
た
め
に
一
番
大
切
な
の
は
、

ハ
リ
に
し
っ
か
り
と
エ
サ
が
付
い

て
い
る
こ
と
。
一
度
深
な
じ
み
し

た
ウ
キ
が
す
ぐ
に
上
が
っ
て
く
る

よ
う
で
は
、
な
か
な
か
釣
れ
ま
せ

ん
。
一
度
な
じ
ん
だ
ら
、
し
ば
ら

く
そ
の
状
態
で
こ
ら
え
て
く
れ
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
エ
サ
を
直
し

て
い
こ
う
。

●
釣
り
方
の
コ
ツ

■基本セッティング

サオ●8～13尺

ミチイト●0.6～0.8号

ハリ●上下5～6号

ハリス●0.4～0.5号
（上20㎝、下27㎝でスタート）

ウキ●羽根寸7㎝
基本的にへらを寄せながら釣っていく
のだが、狙うタナ近くに多く寄せたい。
盛期だと水面が黒くなるほどはしゃぐ魚
がいるが、そのラインを通過できるぐら
いのオモリの量が必要だ。
目安として、羽根寸7㎝のウキが最近の
状況にはマッチしている。このサイズの
ウキを使っているのにウキが入っていか
ないようなときは、ウキの大きさを変え
る前に、ハリスの長さで対応していくほ
うが良い。

●セッティングの注意点
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アタリがあるのに釣れないとき

主な原因は、エサが持っていないからで
す。手軽にできる最初の動作が練ることで
すが、エサを持たせるのは、何も練ってい
く方法だけではありません。粘りのでやす
い「浅ダナ一本」や「バラケバインダー」、
または「粘力」などを足す方法もあります。
まずは、手水を付け少しずつ練りを加えて
いく。それでも持たないなら粘りのでるエ
サを足すという流れで対応しましょう。
サワリは、アタリへと続くサインです。
このサワリをなくさないようにエサのタッ
チを合わせて食いアタリへとつなげるの
が、ダンゴエサのエサ合わせの本質です。
ちょっとした大きさの違いや圧の違いで、
ウキの動きは変わってきますので、こまめ
に、そして丁寧に対処してください。

サワリがあるのになかなか食いアタリが出ないとき

力強いアタリ、つまりムズ、ズルなどでは
なく鋭いもの。これでヒットしてこないよう
なときがダンゴエサのカラツンです。これに
対応していくのがエサ合わせで、その順序は、
①エサを付けて打ち込む前に、手水をつけて
から打つ
②エサを小さくする
③ボウルの中のエサに手水を入れていく
無意味にボウルの中のエサをいじってもな
かなか上手くいきません。エサをいじると同
時に、受け、サワリなどが増えたのか、減っ
たのかのチェックを忘れずに行ないましょ
う。これを気を付けていくだけで、ずいぶん
と釣果は上がります。自分の作ったエサに自
信を持って攻めるのが一番です。
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